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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　２月　２９日　(金)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　記録者　横町　真希子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・食事発注未入力が多く見られています。南Ｂ勤務についたスタッフは、忘れずに入力するよう、気を付けて下さい。

・小嶋さんより、２月分のＳＳＴ個人記録の提出がまだされていないと報告がありました。手元にあるスタッフは、早急に提出して下さい。

・3/1（土）13：00～16：00に、専門業者による消防設備点検を実施します。火災報知器音が鳴りますが、点検ですので各自周知して下さい。
・12月分のカルテチェックを各受持ち担当スタッフは行い、3/8（土）までにおろすようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・荒屋敷　チエ様～昨日、東Ｂ→南Ｂ（１０４号室）へ転入。主治医：田名部Dr.

　　　　　　　　　・主病名：認知症（アルツハイマー型）、抑うつ状態

· 2/23、血圧高値見られ、降圧剤臨時処方となっており以後定期。自覚症状見られず。

・皮膚科診察なし。　　　

　　　　　　　　　・東Ａへ移動後は希死的発言無く、昨年１２月には東Ｂへ移動。その後も精神症状落ち着いている。

　　　　　　　　　・ＯＴでは塗り絵や折り紙をしていた。

・白内障あり、カタリンＫ１日３回点眼。改善見られず、症状悪化するようなら、他科受診可。主治医の紹介状→Dr.ファイル

・おやつは詰所預り

・晴山　長司様～シンラック液１本処方となっています。水分補給、腹部マッサージ促し、排便状況の観察行っていきましょう。

・慶長　節子様～精神症状の悪化あり、その旨Dr.へ報告しています。セロクエル臨時処方し、以後定期となっています。

・野月平　チエ様～Ａｚ点眼液１本処方となっています。

・塚田　昌様～両下肢の浮腫持続して見られている為、ラシックス（40）0.5Ｔ　１×朝/

４Ｔ臨時継続処方、以後定期となっています。引き続き、両下肢の挙上や

浮腫の状態観察など行っていきましょう。

・向谷地　吉幸様～本日昼より、ツムラ葛根湯7.5ｇ　３×ｖｄｓ/３Ｔ臨時継続処方となっています。食前薬の為、専用カートへセットしていますので、忘れず確認して下さい。

・上村　木一様～本日昼より、ＰＬ顆粒3.0ｇ　３×ｎｄＥ/３Ｔ臨時継続処方、飲み切り

止めとなっています。

・田中　豊三様～昨日準夜帯より、熱発と解熱繰り返しており、感冒症状見られている為、本日昼より、サマセフ３Ｃ、ＰＬ顆粒3.0ｇ　３×ｎｄＥ/３Ｔ臨時処方となっています。川端Dr.不在の為、田名部Dr.より処方して頂いています。3/3（月）主治医へ状態報告し、指示を仰ぐようにとの事です。

・山下　さき様～ＰＬ顆粒今朝で飲み切り止めとなっています。

・大渡　福蔵様～右踵部のかさぶたが剥がれ、少量の出血見られていたため安ヶ平Dr.より、イソジン消毒、ガーゼ保護処置の指示（３日分）頂いています。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット・・・メモ帳を持参される方もあり、集中して参加されている。話す人の間を見て、自発的な発言をされる方もあり、今月の振り返りも個々で出来ている様子だった。来月の目標について、考えてみるよう促している。

木ノ下ツヨ様へ個別アプローチとして、スタッフが隣に座り、発言促し、ゆっくりと話を聞いている。

→自分なりに考えて発言している様子だった。表情も良く、問い掛けに対し、笑顔見られていた。

　

Ｂユニット・・・的外れな発言多く、話しが逸れる事もあったが、上手く話を切り上げながら進められたので良かった。また、話が出来る様、声掛けを多くし、割と皆さんからの発言を引き出せ、和やかな雰囲気で進められた。来月のＳＳＴでは、雛祭りの由来が聞きたいと意見が出ている。

　　　　　　　　山下ヨシ様へ個別アプローチとして、スタッフが隣に座り、介入する。→発言がスムーズに出来ていた。また、的をえた発言も出来ていた。

ＣＤユニット・・・会場のセッティングに時間を要してしまい、待っている患者様に疲れの色が見えていたので、移動に時間を要する患者様を優先し声を掛けるなどの配慮が必要だと思った。ウォーミングアップで合唱をし、盛り上がる事で、参加されている患者様全員から発言が聞かれている。







